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唐
代
温
水
上
流
の
諸
城
塞
と
吐
谷
津
の
伏
侯
城
に
つ
い
て

佐

藤

長

先
に
青
海
湖
東
謹
地
匡
の
、
漢
唐
代
に
お
け
る
諸
城
塞
を
考
え
た
際
に
、
基
本
的
な
ル
l
ト
と
し
て
濯
水
・
菊
水
沿
い
の
そ
れ
を
取
上
げ
、

①
 

沿
岸
に
存
在
す
る
諸
城
塞
に
つ
い
て
は
、
周
希
武
の
寧
海
紀
行
(
玉
樹
稿
附
録
)

蓋
し
周
氏
が
民
園
三
年
に
、
玉
樹
蘇
方
面
の
調
査
の
た
め
、

の
比
定
を
一
躍
採
用
し
て
お
い
た
(
歴
史
地
理
九
四
頁
以
下
)
。

蘭
州
1

碩
伯
(
祭
都
豚
)
|
西
寧
|
浬
源
(
丹
鴎
爾
)
|
カ
ラ
コ
ト
ル
|
チ
て
フ
チ

- 88ー

ャ
ル
(
共
和
服
)
の
道
を
辿
っ
た
と
き
の
歴
史
的
地
名
の
比
定
が
頗
る
肯
繁
に
嘗
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
故
に
淫
源
以
北
の
濯
水
上

流
地
域
の
地
理
的
吠
況
、
古
城
塞
の
比
定
に
つ
い
て
も
、
簡
単
な
氏
の
記
述
に
従
っ
た
の
で
あ
る
が
(
前
掲
書
一

O
O
l
一
O
二
頁
)
、
周
氏
は
浬

源
以
北
の
地
待
に
は
自
ら
足
を
踏
み
入
れ
て
は
お
ら
ず
、
何
に
よ
っ
て
こ
の
記
述
を
な
し
た
の
か
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
し
そ
の

原
材
料
と
な
っ
た
書
が
護
見
さ
れ
れ
ば
、
漠
然
た
る
感
の
あ
っ
た
こ
の
地
帯
の
地
理
的
貫
情
は
、
よ
り
一
層
的
確
に
掴
め
る
の
で
は
な
い
か
と

の
期
待
は
常
に
棄
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
氏
は
こ
の
地
方
の
説
明
に
屡
々
注
を
入
れ
て
い
る
中
に
、
三
カ
所
程
、
浬
源
鯨
志
な
る

書
の
記
載
を
引
い
て
お
り
、
或
は
こ
の
書
の
内
容
が
周
氏
の
本
文
記
述
の
材
料
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
は
あ
っ
た
。
そ
れ
で

そ
の
後
問
題
の
浬
源
豚
志
を
八
方
捜
索
し
た
が
、
如
何
に
し
て
も
琵
見
で
き
ず
、
そ
れ
に
関
連
あ
る
ら
し
い
丹
鴎
爾
鹿
志
な
る
書
を
東
洋
文
庫

@
 

に
漸
く
見
出
し
た
の
で
あ
る
。



丹
鳴
爾
と
い
う
の
は
浬
源
豚
の
前
身
で
、
ト
ン
コ
ル

ω
g
p
r
r
r
o
H
の
靴
音
で
あ
り
、
も
と
は
ト
ン
コ
ル
寺

E
o
p
ザ

W
V
O
円
仏
∞
。
ロ
宮
〈
東

科
寺
〉
に
関
連
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
(
玉
樹
稿
二
五
三
頁
)
、
そ
の
関
連
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
明
か
で
な
い
。
周
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
丹
噂
爾
臆
が
民
園
元
年
に
濯
源
豚
に
昇
格
し
、
濯
源
域
と
改
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
(
前
掲
書
同
頁
)
そ
れ
で
は
浬
源
豚
志
と
い
う
の
も
、

周
氏
が
民
園
八
年
に
調
査
紀
行
文
を
護
表
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
合
せ
れ
ば
、
民
園
元
年
|
八
年
の
聞
に
出
来
し
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

:、

。

ゅ
ん

h
v

な
い
。
し
か
し
謹
源
鯨
志
の
存
否
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
今
は
、
氏
の
い
う
こ
の
書
は
丹
鳴
爾
臆
志
を
指
し
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
他
は

た
と
い
今
後
鯨
志
が
褒
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
恐
ら
く
そ
れ
は
時
間
的
に
見
て
、
そ
の
内
容
は
鹿
志
と
殆
ど
麗
ら
な
い
も
の
で
あ
る
で

あ
ろ
う
e

と
い
う
の
は
臆
志
自
鐙
が
宣
統
元
年
の
出
版
で
あ
り
、
民
園
元
年
ま
で
は
三
年
の
期
間
し
か
な
く
、
鯨
志
の
編
纂
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
こ
れ
と
全
く
無
関
係
に
行
わ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
に
か
く
今
は
臆
志
を
以
て
清
末
の
浬
水
上
流
域
を
考
察
す
る
こ

と
は
一
向
差
支
え
な
い
も
の
と
信
ず
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
東
洋
文
庫
の
臆
志
は
、
本
文
八
巻
か
ら
成
る
鉛
印
本
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
最
初
に
、
北
西
は
ボ

ロ
チ
ュ
ン
ク
ク
、
南
方
は
カ
ラ
コ
ト
ル
・
日
月
山
・
察
漢
故
城
か
ら
青
海
湖
東
岸
ま
で
の
贋
域
を
示
す
見
取
圃
が
あ
り
、
第
二
|
第
五
の
圃
で

は
そ
れ
が
一
一
層
詳
細
に
分
園
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
a

績
い
て
臆
志
編
纂
に
携
わ
っ
た
人
々
の
序
文
・
凡
例
・
目
録
が
あ
る
が
、
目
録
に
よ
っ

て
そ
の
内
容
構
成
は
よ
り
一
層
明
白
と
な
る
。
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巻
七

塞
文

巻
八

義
勇

雑
記

衣
に
編
纂
に
従
事
し
た
も
の
の
名
が
列
摩
さ
れ
る
が
、
最
後
に
組
纂
と
し
て
貢
生
邑
人
楊
景
昇
(
字
は
治
卒
)
の
名
が
あ
り
、

著
者
と
見
て
よ
い
。
た
だ
不
思
議
な
の
は
各
巻
の
巻
頭
の
書
名
で
、
各
婦
の
表
紙
に
は
、
一
貫
し
て
丹
鳴
爾
鹿
志
と
あ
る
に
拘
ら
ず
、
第
一
巻

丹
邑
新
志
園
書
総
序

・
丹
鳴
爾
藤
新
志
序
・
丹
邑
新
志
序
(
楊
景

」れ
が
本
書
の

に
含
ま
れ
る
各
序
文
の
題
に
は

丹
鴎
爾
創
修
新
志
序
と
書
し
た
も
の

昇

新
志
と
い
う
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

新
志
と
い
う
と
以
前
に
奮
志
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
、
第
一
の
創
修
新
志
の
題
に
見
る
ご
と
く
、
新
志
と
は
「
は
じ
め

て
作
ら
れ
た
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
各
序
の
中
に
奮
志
が
あ
っ
た
と
の
記
事
は
見
嘗
ら
ず
、
事
賓
と
し
て
奮
志
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
叉

凡
例
の
最
初
に
も
新
志
の
名
が
見
ら
れ
、
各
巻
の
巻
頭
に
も
、
巻
一
歴
史
の
最
初
に
は
丹
鳴
爾
鹿
志
と
記
し
、
巻
三
|
巻
六
ま
で
が
書
名
を
絞

い
て
い
る
外
、
巻
二

・
七
・

八
が
丹
嚇
爾
臨
志
と
書
か
れ
て
い
る
。
鰻
裁
と
し
て
は
統
一
を
依
い
て
い
る
が
、
右
に
述
べ
た
ご
と
く
各
表
紙
に

は
丹
喝
爾
聴
志
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
以
て
本
書
の
正
式
の
書
名
と
し
た
い
。
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-
序
と
書
し
た
も
の
各
一
の
表
記
が
見
ら
れ
、

書
名
が
一
致
し
な
い
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、

向
東
洋
文
庫
の
識
本
は
、
光
緒
三
十
四
年
の
出
版
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
著
者
楊
景
昇
の
序
文
末
に
同
年
六
月
の
紀
年
が
あ
る
の
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
後
に
績
く
談
良
善
の
序
に
は
宣
統
元
年
九
月
十
五
日
、
新
柏
齢
の
序
に
は
同
年
十
月
初
一
日
の
日
附
が
あ
る
か

ら
、
設
行
は
宣
統
元
年
或
は
同
二
年
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
書
に
関
連
し
て
思
い
起
す
の
は
蓋
濁
の
園
立
中
央
圃
書
館
の
善
本
史
部
地
理
類
都
曾
郡
鯨
之
属
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
紗
本
の

③
 

丹
喝
爾
臆
新
志
(
存
三
巻
)
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

見
取
田

鹿
志
に
殆
ど
閉
じ
。

丹
邑
新
志
序
(
楊
景
昇
)
聴
志
の
そ
れ
に
同
じ
。

凡
例
鹿
志
の
そ
れ
に
同
じ
。



目
録
巻
一
に
、
序
・
例
言
・
圃
考
の
目
あ
り
、
績
い
て
歴
史
・
政
績
録
・
兵
事
・
禽
固
と
あ
り
、
巻
二
以
下
は
麗
志
の
そ
れ
に
同
じ
。

編
纂
者
名
簿
臆
志
に
同
じ
。

績
く
本
文
は
不
分
巻
で
あ
る
が
、
鹿
志
倉
一
・
三
・
五
と
全
く
同
文
で
、
政
績
録
の
清
代
の
個
人
の
政
績
の
部
に
文
溝
・
字
慧
の
来
任
の
記
事

が
な
く
、
叉
他
の
数
人
の
政
績
に
一
部
訂
正
文
が
傍
行
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

結
局
こ
の
書
は
鹿
志
の
決
定
稿
(
印
刷
以
前
〉
の
不
完
全
な
寓
本
で
、

そ
れ
に
昔
時
現
在
の
官
人
た
ち
の
官
歴
の
訂
正
が
一
部
書
き
添
え
ら

れ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
そ
の
訂
正
に
は
そ
れ
な
り
の
債
値
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
他
は
資
料
と
し
て
臆
志
に
何
等
加
え
る

も
の
は
な
い
。
巌
密
に
い
え
ば
、
醸
志
が
本
来
丹
鳴
爾
臆
新
志
な
の
で
あ
り
、
蓋
湾
の
紗
本
は
そ
の
不
完
全
な
宗
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
蓋
商
の
こ
の
書
は
、
一
躍
登
録
名
に
よ
っ
て
丹
鳴
爾
臆
新
志
と
は
稽
す
る
が
、
我
々
が
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
浬
水
上
流
の
地
域
の
検
討

に
は
取
上
げ
る
必
要
は
な
く
、
こ
こ
で
は
臆
志
の
記
述
の
み
に
よ
っ
て
考
察
を
準
め
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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丹
鳴
爾
臆
志
は
そ
の
書
名
か
ら
し
て
嘗
然
丹
喝
爾
鹿
の
こ
と
を
記
す
が
、
こ
こ
で
取
上
げ
る
の
は
、
右
に
述
べ
た
ご
と
く
そ
れ
に
附
随
し
て

語
ら
れ
る
濯
水
上
流
域
の
地
理
的
朕
況
で
あ
る
。
巻
頭
に
は
そ
の
詳
細
な
見
取
園
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
り
正
確
な
位
置
づ
け
の
下
固

に
は
や
は
り

O
Z
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
臆
志
の
巻
三
地
理
、
巻
六
古
蹟
の
記
事
を
参
照
し
な
が
ら
作
製
し
た
地
園
が
九

二
頁
の
見
取
圃
で
あ
る
。
こ
の
園
は
先
に
護
表
し
た
地
園
(
歴
史
地
理
添
附
第
一
・
第
二
園
)
と
少
し
く
相
違
す
る
貼
が
あ
る
が
、

ベ
て
本
見
取
園
の
方
が
正
し
い
も
の
と
見
て
戴
き
た
い
。
以
下
こ
の
見
取
間
に
合
せ
て
二
つ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
れ
ら
は
す

第
一
は
嘗
流
域
に
お
け
る
唐
朝
の
諸
城
塞
の
位
置
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
南
か
ら
北
へ
安
人
軍
・
振
威
軍
・
威
戎
軍
の
順
に
存
在
し
て
い
た

(
歴
史
地
理
一

O
O
-
-
Oニ頁〉。
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新
唐
書
(
巻
三
O
地
理
志
)
都
州
の
僚
に
は
注
と
し
て
、

星
宿
川
西
、
有
安
人
軍
、
西
北
三
百
五
十
里
、
有
威
戎
軍
。

と
あ
り
、
元
和
志
(
各
三
九
〉
部
州
の
篠
に
は
、
安
人
軍
を
、

河
源
軍
西
一
百
二
十
里
星
宿
川
。

と
説
明
す
る
。
星
宿
川
は
ま
ち
が
い
な
く
こ
の
地
帯
の
浬
水
を
指
し
て
お
り
(
歴
史
地
理
一

O
一
頁
〉
、
河
源
軍
は
都
城
豚
(
西
寧
市
〉
附
近
に
存

在
し
て
い
た
(
前
掲
書
九
九
頁
)
。
西
寧
か
ら
浬
源
(
丹
喝
爾
〉
ま
で
は
、
周
氏
の
計
算
で
は
九

O
里
で
あ
り
、
唐
代
の
計
算
で
は
九
五
里
程
で
、

丹
喝
爾
か
ら
三

O
里
足
ら
ず
の
地
黙
に
安
人
軍
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
而
し
て
周
氏
は
こ
れ
を
轄
鳴
子
の
所
に
山
城
と
名
附
け
ら
れ
る

古
城
祉
が
あ
り
、
そ
の
山
の
色
は
紅
色
を
帯
び
て
い
る
故
に
、

つ
い
て
は
西
寧
志
ハ
巻
七
地
理
志
古
蹟
〉
に
、

「
在
〔
西
寧
〕
勝
治
西
」
と
唆
味
な
注
を
行
っ
て
い
る
が
、

水
経
注
の
い
う
赤
城
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
〈
玉
樹
稿
二
五
四
頁
〉
。
赤
城
に

鹿
志
(
巻
六
古
蹟
二
六
丁
右
〉
赤
城
の
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項
に
は
、西

距
丹
城
五
里
許
、
池
漢
温
西
並
控
ロ
之
東
、
有
一
山
嘆
、
地
名
山
城
、
土
帯
紅
色
、
而
縁
山
震
域
之
勢
、
隠
約
可
解
、
叉
遁
在
濯
水
之

南
、
或
即
所
謂
赤
城
敗
。

恐
ら
く
こ
れ
が
水
経
注
の
い
う
赤
城
で
あ
ろ
う
(
水
経
注
抄
一
五
九
頁
〉
。
し
か
し
そ
れ
は
丹
喝
爾
か
ら
五
里
ば
か
り
と
い
う

近
距
離
で
あ
り
、
三

O
里
先
と
な
る
安
人
軍
に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
一。
そ
こ
で
丹
喝
爾
か
ら
三

O
里
北
へ
渥
水
を
朔
っ
た
所
に
こ
れ
を

求
め
る
と
、
そ
れ
は
確
に
轄
鳴
子
の
位
置
と
な
る
。
轄
明
子
に
つ
い
て
は
鹿
志
(
巻
三
地
理
一
四
丁
右
〉
に
、

轄
鳴
子
荘
、
距
〔
丹
喝
爾
〕
城
西
梢
北
二
十
五
里
。

と
あ
る
か
ら
、
周
氏
の
読
は
先
ず
こ
こ
で
距
離
の
上
か
ら
し
て
赤
城
と
は
一
致
し
な
く
な
る
が
、
韓
鳴
子
へ
の
比
定
は
非
常
に
可
能
性
の
濃
い

も
の
と
な
る
。
轄
鳴
子
は
、
北
は
上
・
下
胡
丹
度
荘
へ
の
道
の
分
岐
貼
で
あ
り
、
北
西
五
里
の
巴
燕
か
ら
更
に
北
す
れ
ば
三
角
城
に
到
達
す

る
。
距
離
の
二
五
里
も
唐
代
で
あ
れ
ば
三

O
里
足
ら
ず
で
、
先
ず
一
致
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
重
要
な
の
は
前
掲
の
新

と
い
っ
て
い
る
。
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唐
書
地
理
志
に
、
「
星
宿
川
の
西
に
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
、
鱒
鳴
子
は
浬
水
の
東
岸
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
封
岸
の
溢
り
を
見
る
と
、

そ
こ
に
あ
る
の
は
札
磁
寺
の
同
者
同

z
r
g
t
oロ
で
あ
り
、

こ
れ
が
正
し
く
安
人
軍
の
位
置
に
相
嘗
る
の
で
あ
る
。

札
磁
寺
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
鹿
志
(
巻
三
地
理
一
三
丁
右
)
に
、

距
〔
丹
喝
爾
〕
城
三
十
里
許
。

と
あ
り
、
距
離
は
元
和
志
の
記
載
に
一
致
し
、
臆
志
附
圃
を
見
て
も
濯
水
の
西
岸
に
存
在
す
る
。
恐
ら
く
安
人
軍
の
慶
祉
に
札
蔵
寺
は
建
立
さ

@
 

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

周
氏
は
水
経
注
に
い
う
「
も
と
月
氏
の
連
中
城
」
を
こ
の
地
に
比
定
し
て
い
る
が
(
歴
史
地
理
一

O
二
頁
)
、
此
富
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

向
巌
耕
宴
氏
は
、
元
和
志
の
「
河
源
軍
の
西

一二

O
里
星
宿
川
に
あ
り
」
と
す
る
の
を
、
唐
曾
要

(径
七
八
)
の
、

安
人
軍
置
在
星
宿
川
、
都
州
西
北
界
。

し、⑤ と
。 あ

る
の

よ
り

「
北
西
二
一

O
里
」
と
解
し

安
人
軍
は
今
の
大
通
豚
に
あ
っ
た
と
す
る
が
(
唐
代
河
浬
=
二
頁
)
、

従
う
こ
と
は
で
き
な

- 94ー

r、¥

¥.J 

振
威
軍

振
威
軍
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
元
和
志
都
州
の
篠
に
、

州
西
三
百
里
。

と
あ
る
が
、
こ
の
州
は
勿
論
都
州
を
指
し
て
い
る
。

部
州
(
出
京
都
豚
)
か
ら
都
城
(
西
寧
市
)
ま
で
は
約
一
二

O
里
除
、
そ
こ
か
ら
丹
鴎
爾
ま
で

は
九
五
里
程
で
あ
る
か
ら
、
振
威
軍
は
丹
鴎
爾
よ
り
八
五
里
足
ら
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
既
に
蒋
鳴
子
ま
で
が
三

O
里
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ

よ
り
約
五

O
里
北
方
に
軍
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
浬
水
を
更
に
糊
っ

て
行
く
と
、
楊
家
塔
爾
の
位
置
が
そ
れ
に
首
る
で
あ
ろ
う
。
周



氏
は
巴
燕
の
北
方
、
丹
喝
爾
城
か
ら
四

O
里
の
三
角
故
城
を
そ
れ
で
あ
ろ
う
と
す
る
が
(
玉
樹
稿
二
五
四
頁
〉
、

(
巻
六
古
蹟
二
三
丁
右
)
の
緩
戎
故
城
の
僚
に
は
、
三
角
城
に
つ
い
て
、

城
距
鹿
域
約
四
十
皇
、
而
紬
在
一
晴
海
寺
之
北
、
此
城
原
属
正
方
、
因
東
南
一
隅
頚
壊
、
故
土
人
呼
震
三
角
也
、
域
内
亦
有
石
虎
碍
瓦
。

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
四

O
里
の
距
離
は
ま
ち
が
い
な
く
、
古
い
城
塞
で
あ
る
こ
と
も
窺
え
る
が
、
振
威
軍
に
嘗
て
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

臆
志
は
こ
れ
を
距
離
の
上
か
ら
緩
戎
城
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
経
戎
城
は
白
水
軍
の
駐
屯
し
た
所
で
、
丹
喝
爾
の
南
の
察
牢
素
の
附
近
で
あ

匝
離
が
全
く
合
わ
な
い
。

臆
志

る
か
ら
(
歴
史
地
理
一

O
三
頁
)
、
北
方
の
三
角
城
で
は
あ
り
得
な
い
。

叉
鹿
志
(
品
位
六
古
蹟
二
二
丁
右
)
は
、
楊
家
塔
爾
を
以
て
臨
発
新
豚
故
械
に
嘗
て
て
い
る
。

今
致
楊
家
塔
爾
地
方
、
有
古
城
遺
祉
、
城
内
有
石
獅
等
物
、
浬
水
従
西
緯
城
南
市
東
、

一
水
従
西
北
山
谷
流
来
、
市
東
南
注
於
濯
、
削
臨

莞
漠
水
也
、
去
醸
城
西
八
九
十
里
、
輿
府
志
所
謂
西
去
牒
治
百
八
十
里
者
、
数
亦
相
符
、
楊
家
塔
爾
古
城
之
臨
品
売
新
鯨
無
疑
也
。
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中
に
府
志
と
い
う
の
は
、
楊
鹿
沼
の
西
寧
志
(
巻
七
地
理
+
圭
白
蹟
一
丁
左
)
を
指
す
が
、
西
寧
志
は
水
経
注
に
引
か
れ
る
闘
関
の
十
三
州
志
を
再

引
す
る
だ
け
で
、
楊
家
塔
爾
が
臨
尭
新
厭
で
あ
る
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
成
程
十
三
州
志
に
は
、
「
郡
の
西
百
八
十
里
」
に
臨
発
新
豚
が
あ
っ

た
と
は
い
っ
て
は
い
る
が
(
水
経
注
抄
一
五
九
頁
)
、
郡
は
西
卒
郡
で
あ
り
、
嘗
時
の
西
卒
郡
治
は
繁
都
鯨
で
あ
る
。
従
っ
て
祭
都
豚
か
ら
計
算

す
れ
ば
、
一
八

O
里
は
殆
ど
西
寧
の
西
五

O
里
程
の
鎮
海
壁
附
近
と
な
り
、
周
氏
の
い
う
ご
と
く
土
巴
宮
号
宮
が
こ
れ
に
嘗
る
こ
と
に
な

る
(
歴
史
地
理
九
九
頁
〉
。
故
に
臨
発
渓
水
も
土
巴
の
側
を
流
れ
る
西
納
川

N
F
s
n
r
c
で
あ
っ
て
(
前
掲
書
同
頁
)
、
楊
家
塔
爾
近
傍
の
小
川
で

は
な
い
。
聴
志
の
場
合
は
、
十
三
州
志
の
「
郡
」
を
西
寧
中
心
と
見
た
結
果
で
、
周
氏
が
最
も
力
を
入
れ
て
論
駁
し
た
西
卒
郡
治
卸
西
寧
設
の

誤
り
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
振
威
軍
は
楊
家
塔
爾
と
考
え
る
の
が
至
嘗
で
あ
る
。

叉
巌
氏
は
緩
戎
城
を
、

「大
約
今
の
濯
源
牒
」
と
す
る
が
(唐
代
河
漫
三
二
頁
〉
、
水
経
注
の
戎
峡
口
を
「
〔
緩
0
・〕

戎
峡
口
」
と
と
っ
た
こ
と

浬
源
豚
を
連
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
確
に
戎
峡
ロ
は
浬
源
の
西
に
存
在
し
て
い
た
が
(
歴
史
地
理
一

O
O頁)、

か
ら
(
前
掲
書
三
二
・
三
三
頁)、
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こ
れ
に
緩
字
を
加
え
て
解
揮
す
る
の
は
氏
の
武
断
で
あ
る
。
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戎
峡
ロ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
臆
志
(
巻
六
山
脈
四
丁
左
)
戎
挟
山
の
僚
に
、

山
在
城
南
逼
東
三
四
里
許
、
俗
名
調
松
蛾
山
、
霊
山
之
中
孤
峯
随
時
、
興
三
稜
峨
博
・
黒
山
峨
博
鼎
足
而
三
、

土
人
呼
謂
柴
塔
峨
博
、
山

均
一
泉
、
其
味
甚
甘
、
流
出
山
口
、
西
注
蔚
水
河
、
其
山
北
嘗
疎
口
、
謹
水
経
其
山
壌
入
族
、
上
有
孤
松
挺
秀
、
夏
時
五
色
醐
蝶
、
期
集

其
上
、
登
峯
四
墓
百
絵
里
、
如
在
目
前
、
按
府
志
載
戎
瑛
山
、
叉
謂
浬
水
東
入
鰹
戎
映
口
。

と
説
明
し
て
い
る
。
西
寧
志
(
巻
四
地
理
山
川
三
丁
左
〉
に
載
せ
る
戎
狭
山
の
記
述
は
暖
味
な
も
の
で
、
水
経
注
の
(
水
経
注
抄
一
五
九
頁
)
、

〔
浬
水
は
〕
赤
城
の
地
を
過
ぎ
て
東
へ
と
注
ぎ
、
戎
峡
口
を
経
て
、
右
手
か
ら
尭
水

(
H荊
水
)
を
合
せ
る
。

を
一
一
暦
簡
略
化
し
て
引
用
し
た
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
文
と
聴
志
の
文
を
併
せ
考
え
て
、
戎
峡
ロ
は
丹
喝
爾
の
南
東
、

浬
水
の
南
岸
、

董
家
庄
の
附
近
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
叉
戎
峡
口
な
る
名
の
「
戎
」
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
ロ
ン

m
o
p
(渓
谷
〉
を
寓
し
た
も
の
で
、

多
分
チ
ベ
ッ
ト
人
が
そ
の
よ
う
な
呼
び
方
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
軍
の
位
置
は
、

や
は
り
元
和
志
に
、
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(
一
二
)

威
戎
軍

州
西
三
百
五
十
里
。

と
そ
の
所
在
を
示
し
て
い
る
。
振
威
軍
の
記
載
に
合
せ
見
て
、
楊
家
塔
爾
よ
り
更
に
五

O
里
北
へ
温
水
を
湖
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
位
置
の

比
定
は
難
し
い
。
。
Z
の
を
見
る
と
、
楊
家
塔
爾
か
ら
北
西
へ
行
く
と
海
長
が
あ
り
、
現
在
大
飛
行
場
が
存
在
し
、
西
寧
か
ら
の
鍛
道
の
移
貼

に
も
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
代
に
な
っ
て
か
ら
軍
用
基
地
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
距
離
も
楊
家
塔
爾
か
ら
、
目
測
で
は
あ
る

が
、
三

O
里
程
で
あ
り
、
到
底
五

O
里
に
は
満
た
な
い
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
更
に
二

O
里
程
遡
る
と
、
河
岸
に
一
一

O
八
五
フ
ィ
ー
ト
の
標
高

一
四
丁
左
)
、
そ

を
持
つ
無
名
栗
落
が
あ
り
、
こ
れ
が
威
戎
軍
の
位
置
に
丁
度
該
嘗
す
る
。
臆
士
山
の
記
事
は
楊
家
塔
爾
ま
で
で
あ
り
(
臆
志
巻
三
、

れ
よ
り
北
方
の
地
域
に
つ
い
て
は
記
載
は
全
く
な
い
の
で
、
こ
の
褒
落
に
閲
し
て
は
何
等
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
臆
志
附
固
に
は
烏
蘭

恰
達
地
方
な
る
地
域
名
が
あ
り
、
。
Z
の
で
は
こ
の
褒
落
は
小
山
の
麓
に
存
在
し
て
い
る
の
で
、
或
は
こ
の
小
山
が
ウ
ラ
ン
ハ
ダ
山

C
F
Eロ



宮
内
宮
で
あ
り
、
そ
の
地
域
が
ウ
ラ
ン
ハ

ダ
地
方
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

向
威
戎
軍
の
位
置
に
つ
い
て
、
巌
氏
は
、
通
鑑
(
各
一
二
四
〉
開
元
二
十
六
年
の
僚
に
、

杜
希
望
に
よ
っ
て
吐
蕃
の
新
城
が
抜
か
れ
、
威
戎
寧
が
置
か
れ
た
。

と
あ
る
の
を
引
き
、
こ
れ
を
臨
発
新
厭
で
あ
っ
た
と
し
、

清
一
統
士
山
大
通
鯨
の
僚
に
、

新
豚
は
正
に
今
の
海
長
の
東
没
に
あ
っ
た
と
す
る
(
唐
代
河
漫
三
四
頁
)
。

而
し
て
大

「
開
元
中
こ
こ
に
威
戎
軍
を
置
い
た
」
と
す
る
の
を
安
人
軍
と
誤
っ
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
(
前
掲
書
三
六
頁
〉
。

し
か
し
臨
発
新
鯨
は
前
述
の
ご
と
く
土
巴
で
あ
る
か
ら
、
海
曇
に
比
定
す
る
の
は
お
か
し
い
。
た
だ
威
戎
軍
を
海
長
東
迭
に
あ
り
と
す
る
の
は

嘗
ら
ず
と
雄
も
遠
か
ら
ず
で
あ
ろ
う
。

前
に
鯛
れ
た
ご
と
く
私
見
に
よ
れ
ば
、

軍
は
北
港
二

O
里
程
の
無
名
緊
落
に
比
定
で
き
る
か
ら
で
あ

る

四
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唐
代
の
諸
城
塞
の
位
置
は
以
上
で

一
躍
明
白
と
な
っ
た
と
思
う
が
、
第
二
の
問
題
は
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
通
過
路
で
あ
る
。
ダ
ラ
イ
は
順

治
九
年
ハ
一
六
五
二
〉
に
北
京
に
朝
現
し
た
が
、
そ
の
と
き
チ
ャ
イ
ジ
か
ら
北
行
し
、
青
海
潮
の
昨
に
出
、

更
に
チ
ャ
ガ
ン

ト
ロ
ガ
イ
を
鰹
て
、

に
至
っ
て
い
る
〈
歴
史
地
理
六
七
頁
)
。

「
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ガ
ク
回
O
B
n
y
c
σ
官
ぬ
と
呼
ぶ
カ
ル
タ
ン
マ
ル
ク
イ
ツ
ォ
モ
ロ
w常
任
釦
昨
日
R
r
r
c
f
H
S
Z『

H
O
B
O

ボ
ロ
チ
ュ
ン
ガ
ク
が
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ク
ク
切
0
5
ロロロ
mw巾
mh

で
浬
水
の
上
流
域
を
指
し
、
カ
ル
タ
ン
マ
ル

ク
イ
ツ
ォ

モ
が
莫
爾
士
口
水
の
水
源
を
な
す
小
湖
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
(
前
掲
書
同
頁
)
。

し
か
し
ど
う
も
お
か
し
い
。
と
い
う

の
は
鹿
志
(
巻
六
水
源
七
丁
右
)
に
は
、

浬
水
の
護
源
の
一
つ
に
つ
い
て
、

出
於
西
塞
外
附
近
青
海
北
之
乱
山
中
、
地
名
擢
洛
充
克
之
烏
蘭
恰
達
、
壁
莫
揮
兎
泉
水
舎
、
流
約
三
四
皇
、
臨
発
新
豚
故
城
南、

臨
莞
欧如

水
自
西
北
来
禽
、
叉
東
数
十
里
、

経
一
踊
海
寺
南
、
東
流
至
鱒
噛
子
地
方
、
莫
爾
吉
水
自
西
南
衆
曾
:
:
:

255 

と
遮
ベ
、
莫
揮
兎
泉
水
と
莫
爾
吉
水
と
を
別
の
も
の
と
し
て
扱

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
最
初
の
と
こ
ろ
の
文
は
、

西
寧
志
(巻
四
地
理
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山
川
二
二
丁
左
)
の
、

漫
水
の

一
源
に
つ
い
て
、

西
北
擁
洛
充
克
之
烏
蘭
酔口
達
壁
莫
揮
兎
泉
水
禽
流
、
約
百
除
里
、
至
丹
鴎
爾
。

を
引
用
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
白
に
烏
蘭
恰
達
河
と
莫
揮
兎
泉
水
が
合
流
し
て
い
る
。
故
に
烏
蘭
恰
達
河
は
温
水
そ
の
も

Z
R
r
r己
一
ー
を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。

而
し
て

「
泉
水
」

マ
ル
ク
イ
ツ
ォ
モ
宮
R
r
F
E
Y
-
s
g
r
o
g
o
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

位
置
は
、
丹
腐
爾
ま
で
「
百
除
里
」
と
い
う
陵
昧
さ
で
は
あ
る
が
、
地
固
上
の
目
測
か
ら
す
れ
ば

一一

O
里
で
略
々
海
曇
の
位
置
に
首
る
で
あ

の
と
考
え
る
よ
り
外
は
な
く
、
叉
莫
揮
兎
は
多
分
莫
見
揮
の
綴
り
が
正
し
く
、

と
あ
る
か
ら
に
は
、
嘗
然
そ
の
源
は
小
湖
乃
至
は
泉
で
あ
り

ろ
う
。
C
Zの
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
南
西
の
日
月
山
山
脈
か
ら
流
出
し
て
海
目
安
の
南
で
浬
水
に
合
す
る
小
川
が
あ
り
、
こ
れ
が
マ
ル
ク
イ
川

Z
R
r
r
c
E
n
E
で
あ
り
、

そ
の
源
が
マ
ル
ク
イ
ツ
ォ
モ
湖
に
相
違
な
い
。

と
す
る
と
莫
爾
吉
水
は
、
こ
れ
と
は
全
く
別
な
川
で
、
鹿
志
の

中
で
マ
ル
ク
イ
川
と
の
合
流
か
ら
「
約
三
四
里
」
で
楊
家
塔
爾
に
達
す
る
と
い
う
の
は
、

「
約
三
十
里
」
叉
は
「
約
三
四
十
里
」
の
誤
り
で
あ

ろ
う
。
以
上
に
よ

っ
て
ダ
ラ
イ
は
チ
ャ
ガ
ン
ト
ロ
ガ
イ
か
ら
マ
ル
ク
イ
ツ
ォ
モ
湖
に
至
り
、

マ
ル
ク
イ
川
を
停
っ
て
海
長
の
地
域
に
出
、
更
に
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北
方
に
巡
錫
し
て
再
び
こ
こ
へ
戻
っ
た
こ
と
が
明
か
と
な
る
。

市
し
て
こ
の
海
長
か
ら
は

浬
水
に
沿
っ
て
そ
の
流
域
を

ヨ
レ
ト
ヮ
・
ナ

ク
ロ

ン
・
チ
ャ
ガ
ン
ト
ホ
イ
の
順
に
南
下
し
て
行
く
の
で
あ
る
(
歴
史
地
理
六
九
頁
)
。

(

一

〉

ヨ
レ
ト
ゥ
ペ
o
F
吾
ロ

ヨ
レ
ト
ゥ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
先
に
莫
爾
吉
水
河
口
と
ナ
ク
ロ
ン
水
河
口
の
中
間
と
推
定
し
て
お
い
た
が
(
前
掲
書
同
頁
)
、
誤
り
で
あ
る
。

那
彦
成
の
卒
蕃
奏
議
(
巻
一
四
丁
左
)
の
附
園
を
見
る
と
、
楊
家
塔
爾
の
南
東
「
三

O
里
」
の
所
に
岳
洛
恰
達
が
記
さ
れ
て
い
る
。
多
分
ヨ
ル
ハ

ダ

J

ヘ
o-Z邑
白
(
大
鷲
の

〔
形
を
し
た
〕
山
)
で
、
そ
の
山
の
麓
が
ヨ
ル
ト
ゥ

J

へo
E
Z
な
の
で
あ
ろ
う
。

f、、
一
¥J 

ナ
ク
ロ
ン

Z
血
肉
凹

H
O
D

「
樹
木
が
天
ま
で
届
く
よ
う
な
森
林
の
渓
谷
ナ
ク
ロ
ン
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
(
歴
史
地
理
六
九
頁
)
、

川
の
漢
谷
を
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
納
隆
は
勿
論
ナ
ク

ロ
ン
を
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
納
隆
口
を
通
っ
て
ナ
ク
ロ
ン
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¥J  

チ
ャ
ガ
ン
ト
コ
イ
の
r白
ぬ
同
ロ

H
r
o
r
r
c乞

明
か
に
チ
ャ
ガ
ン
ト
ホ
イ
の
白
苫
ロ
件
。
門
戸
巳
で
あ
る
が
、
先
に
は
こ
れ
を
ト

ヶ
ル
ゲ
ン
チ
ャ
ガ
ン
ゴ

l
ル
河
、
吋
ξ
m
mロ

g
苫
ロ
苫
己
(菊
水
V

し
か
し
臆
志
(各
三
地
理
一
二
丁
右
〉
、
丹
鴎
爾
城
西
郷
の
項
に
、

の
渡
河
黙
と
し
、
浬
水
の
南
岸
に
あ
る
も
の
と
し
た
〈
前
掲
書
同
頁
)
。

臨
城
河
(
浬
水
〉
南
、
池
漢
托
亥
荘
:
:
:
距
城
西
南
三
里
許
、
池
漢
大
橋
一
、
小
橋
一
、
均
在
本
荘
之
北
。

と
あ
り
、
池
漢
托
亥
と
丹
鳴
商
と
の
問
、

浬
水
に
大
小
各

一
の
橋
梁
が
架
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
勿
論
時
代
は
光
緒
末
で
、
そ

し
か
し
第
五
代
ダ
ラ
イ
の
時
代
、
順
治
十
年
頃
に
は
丹
喝
甫
そ
の
も
の
が
砂
た
る
一

J

寒
村
で
あ
り
、
こ

こ
に
橋
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
多
分
こ
こ
に
は
渡
津
が
あ
り
、
そ
れ
を
ダ
ラ
イ
は
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
丹
喝
爾
よ
り
東
は

こ
に
橋
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
。

浬
水
北
岸
の
遁
で
、
周
氏
の
辿
っ
た
這
即
ち
現
在
と
饗
ら
な
い
ル

l
ト
を
東
進
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
こ
に
い
う
池
漢
托
亥
は
チ
ャ
ガ
ン
ト

ホ
イ
を
寓
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

- 99ー

南
の以
地上
域で
に鹿
開志
し tこ
てよ
もる
詳丹
細喝
な爾
記以
遮北
がの
あ謹
り水
、上

特流

E踊
南 7
3品
連名
は比
日定
月及
山ひ
叉地
は圃
圭の
JZ修
22正
12 は
斤移
ま

る
でヤ
及」

と
びに

す
る

腰、
志

は
丹
l麗
爾
以
東

以

周
氏
の
紀
行
よ
り
地
理
的
に
正
確

で
、
補
う
黙
は
多
い
。

し
か
し
ル

l
ト
そ
の
も
の
に
閲
し
て
は
流
石
に
周
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
的
確
で
、

特
に
修
正
を
要
す
る
も
の
は
な

ぃ
。
丹
磁
爾
鹿
の
歴
史
は
新
し
く
、
薙
正
五
年
(
一
七
二
七
)
に
丹
鳴
爾
城
が
築
か
れ
、
道
光
九
年
(
一
八
二
九
)
に
鹿
が
設
置
さ
れ
た
(
麟
志
巻

一
歴
史
ニ

O
丁
右
・
二
一
丁
右
〉
。
楊
景
昇
が
こ
の
書
を
成
す
の
に
は
相
嘗
の
苦
心
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
見
し
て
も
、
巻
三
地
理
に

山
川
の
記
述
が
な
く
巻
六
に
分
れ
て
存
在
し
、
宗
数
の
部
に
関
し
て
も
、
巻
五
に
僅
か
三
丁
、
ラ
マ
教
寺
院
の
存
在
・
組
織
な
ど
が
簡
軍
に
語

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
叉
古
蹟
に
つ
い
て
は
右
に
燭
れ
た
ご
と
く
歴
史
的
地
名
の
比
定
に
は
誤
り
が
少
く
な
い
。
し
か
し
一
方
巻
一
の
歴
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史
・
政
績
、
巻
四
・
五
に
は
物
産
に
つ
い
て
の
記
述
が
詳
し
く
、
こ
の
地
方
の
そ
れ
ら
の
事
情
を
知
る
に
は
格
好
な
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。

賂
衆
車
両
海
地
方
が

一
つ
の
地
方
史
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
に
は
、
こ
の
書
は
西
寧
志
・
玉
樹
稿
等
と
並
ん
で
重
要
資
料
を
提
供
す
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る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。五

温
水
上
流
に
お
け
る
諸
城
塞
の
位
置
に
闘
す
る
考
察
を
移
っ
た
の
で
、
次
に
吐
谷
津
の
伏
侯
城
の
存
在
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
巌
氏
の
論
文

に
は
、
吐
谷
海
の
末
期
の
首
都
伏
侯
城
の
位
置
に
つ
い
て
重
要
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

一
言
記
し
て
お
き
た
い
。

伏
侠
城
が
青
海
湖
の
西

一
五
里
の
地
黙
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

親
書
(
巻
一

O
一
〉
吐
谷
津
俸
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
ブ
ハ
河
切
口
官

(
三
口
)
可

2
-の
下
流
域
、
天
槻
の
東
迭
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
(
歴
史
地
理
一
一
一
六
頁
、
叉
同
書
附
圏
第
五
園
)
。
巌
氏
は
そ
の
位

置
に
つ
い
て
、
責
盛
湾
・
方
永
南
氏
が
、
ブ
ハ
河
の
支
流
菜
済
河
の
南
港
に
存
在
す
る
故
城
祉
を
護
見
し
、
そ
れ
が
も
と
伏
侠
城
で
あ
っ
た
と

す
る
調
査
記
(
吐
谷
津
故
都
〉
と
、
更
に
そ
の
見
解
を
駁
す
る
青
海
省
文
物
管
理
委
員
舎
の
来
信
(
前
掲
書
)
と
を
紹
介
し
、
自
ら
の
判
断
を
記
し

て
い
る
(
唐
代
河
浸
六
九
頁
)
。
そ
こ
で
今
黄
・
方
南
氏
の
記
す
と
こ
ろ
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
(
吐
谷
海
故
都
四
三
六
頁
)
。

方
氏
は
一
九
六

O
年
六
月
下
旬
に
青
海
湖
地
区
の
地
勢
を
調
査
し
た
と
き
、
菜
済
河
の
南
港
に
故
城
の
祉
を
設
見
し
た
。
そ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル

⑤
 

族
の
餓
ト
レ
下
部
落
の
遊
牧
地
で
、
嘗
地
の
人
々
は
こ
の
城
祉
を
銭
卜
よ
卜
と
呼
ん
で
い
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
族
が
こ
の
地
に
来
た
の
は
新
し
い
時
期

-100ー

で
こ
れ
に
関
係
な
く
、
種
々
の
方
面
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
は
吐
谷
津
の
故
都
伏
侠
城
に
相
違
な
い
と
す
る
。
而
し
て
そ
の
誼
援
は
次
の
二
つ
で

あ
る
。一、

貌
書
吐
谷
津
俸
に
は
、

伏
侯
城
在
青
海
西
十
五
里
。

と
あ
る
が
、
湖
岸
か
ら
の
最
短
距
離
は
七
・
五
キ
ロ
で
、
方
位
と
距
離
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。

青
海
湖
附
近
は
草
原
地
帯
で
、
固
定
的
な
建
造
物
は
極
く
少
い
。
ブ
ハ
河
河
谷
で
は
、
こ
れ
を
除
い
て
古
城
は
一
つ
も
存
し
な
い
。

日
月
山
以
西
、
都
蘭
以
東
で
も
亦
他
に
古
城
は
存
在
し
な
い
。
嘗
古
城
は
主
円
海
湖
の
西
岸
一
帯
で
唯
一
の
古
城
で
あ
る
か
ら
、
伏
侯
城
が
こ
こ

一一、



に
あ
っ
た
と
す
る
の
は
お
か
し
く
な
い
。

こ
の
伏
侯
城
に
相
嘗
る
と
考
え
ら
れ

叉
宋
雲
行
紀
(
洛
陽
伽
藍
記
径
五
)
中
の
「
吐
谷
海
域
」
も
、

(
吐
谷
海
故
都
四
三
八
頁
〉
、
道
宣
の
懇
迦
方
志
の
往
印
度
之
東
道
(
所
謂
入
吐
蕃
道
を
含
む
〉
に
、

青
海
西
南
至
吐
谷
海
街
帳
。

と
あ
る
の
も
、
方
志
が
永
徽
元
年
(
六
五
O
)
に
作
ら
れ
て
お
り
、

嘗
時
は
未
だ
そ
の
地
は
唐
に
占
取
さ
れ
て
い
な
い
故
に
、
こ
こ
(
伏
侠
城
)

に
街
を
立
て
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

而
し
て
そ
の
建
設
の
年
代
は
四
八
一
ー
ー
四
九
一
年
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
、

と
(
吐
谷
海
故
都
四
三
八

頁)。即
ち
黄
・
方
南
氏
の
設
は
、
宋
雲
の
吐
谷
海
域
、
道
宣
の
吐
谷
海
街
帳
が
共
に
伏
侠
城
に
一
致
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
雨
氏
は
こ
の
稿
を
完
成
し
た
後
、
主
円
海
省
文
物
管
理
委
員
舎
に
こ
れ
を
迭
っ
た
ら
し
く
、
雨
氏
の
報
告
の
後
に
は
、
附
録
と
し
て

「
青
海
省
文
物
管
理
委
員
禽
関
子

。鍛
卜
未
古
城
。
的
来
信
」
な
る
も
の
が
附
さ
れ
て
い
る
(
止
谷
海
故
城
四
四
O
頁
)
。
そ
の
内
容
は
、
「
迭
ら

我
々
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
提
出
し
て
貴
紙
(
雑
誌
「
考
古
」
)
と
著
者
に
供
す
る
」
と
し
て
四
か
僚
に
分
っ
て
批
評

-101ー

れ
た
原
稿
を
讃
ん
だ
後
、

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
簡
単
に
記
す
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

1 

織
ト
ド
ポ
古
城
に
閲
し
て
は
解
放
前
に
、
こ
れ
を
伏
侯
城
と
考
誼
し
た
人
物
が
い
る
。
即
ち
斬
玄
生
氏
で
、
そ
の
文

「
青
海
歴
代
城
量

遺
祉
」
(
西
北
論
衡
第
六
各

一
期
一
八
頁
)
に
い
う
。

惰
西
海
郡
、
今
都
蘭
豚
沿
東
北
境
、
青
海
西
南
隅
(
原
注
一
距
海
十
五
里
〉
、
布
暗
河
瀧
子
北
、
切
吉
河
環
子
南
、
依
山
面
水
、
形
勢
雄
除
、

城
周
二
・
三
里
、
堵
垣
還
混
有
十
分
倒
場
、
城
内
野
草
妻
萎
、
荒
涼
不
可
言
獄
、
該
城
本
来
是
吐
谷
清
伴
伏
侯
城
:
:
:
現
在
嘗
地
臓
民
稿
該

⑦
 

城
篤
切
吉
加
湾
目
、
詳
言
切
士
口
地
方
上
的
漢
人
域
。

解
放
後
こ
の
記
録
と
他
の
文
献
に
よ
り
、
委
員
曾
は
人
を
涯
し
て
調
査
せ
し
め
た
が
、
遺
物
は
何
も
得
る
と
こ
ろ
な
く
、
故
に
今
に
至
る
も
古

城
即
伏
侯
城
読
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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2 

宋
雲
行
紀
に
よ
っ
て
鯨
卜
未
古
城
を
伏
侯
城
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
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(3) (2) (1) 

赤
嶺
(
原
注
・
今
の
日
月
山
)
か
ら
鍛
ト
未
故
城
ま
で
は
七

・
八
日
で
至
る
こ
と
が
で
き
、
組
封
二
十
三
日
な
ど
は
か
か
ら
な
い
。

途
中
流
沙
を
経
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

青
海
の
周
遊
は
均
し
く
極
寒
で
あ
り
、
鍛
ト
レ
ポ
附
近
は
特
に
甚
し
い
。

こ
れ
ら
三
黙
は
宋
雲
行
紀
の
、

設
中
亦
嶺
、
西
行
二
十
三
日
、

渡
流
沙
、
至
吐
谷
海
圏
、
路
中
甚
寒
、

慮
。

多
能
風
雲
、

惟
吐
谷
海
域
左
右
媛
於
絵

飛
沙
走
際
、

参
目
皆
湖
、

な
る
記
事
に
全
く
合
致
し
な
い
。

内
〈

U

稗
迦
方
志
の
吐
谷
海
術
帳
は
伏
侠
城
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
唐
代
の
吐
蕃
|
尼
波
羅
道
は
青
海
湖
の
南
溢
を
南
向
し
て
行
く
も

③
 

の
で
、
湖
西
の
伏
侠
城
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
方
志
の
記
事
の
方
位

・
距
離
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
茶
半
ト
湖
以
南
の
草
原
に
相
違

な
く
、
伏
侯
城
と
は
開
係
は
な
い
。

4 

楽
演
河
は
、

最
近
の
青
海
省
の
地
固
に
よ
れ
ば
切
士
口
河
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
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巌
氏
は
こ
れ
ら
の
記
事
に
闘
し
て
種
々
の
批
判
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
引
用
す
る
前
に
、
委
員
舎
の
主
張
に
劃
し
て
私
な
り
の
意
見

を
述
、
べ
て
お
き
た
い
。

斬
玄
生
氏
が
黄
・
方
南
氏
に
先
ん
じ
て
、
既
に
こ
の
古
城
祉
を
瑳
見
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
従
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

而
し
て
委
員
舎
が
、
こ
の
地
か
ら
、
伏
倹
域
で
あ
る
こ
と
を
謹
明
す
る
誼
擦
は
何
も
出
て
い
な
い
か
ら
、
伏
倹
城
で
あ
る
こ
と
は
肯
定
で
き
な

1 
い
と
す
る
の
は
、
巌
密
に
い
え
ば
正
首
で
あ
る
。

し
か
し
責

・
方
南
氏
は
、
青
海
湖
西
岸
地
匡
で
は
、
こ
れ
よ
り
外
古
城
祉
は
存
在
し
な
い
と

や
は
り
こ
の
城
は
伏
侯
城
と
考
え
る
よ
り
他
は
な
い
。
距
離
も
雨
氏
の
い
う
よ
う
に
「
青
海
の
西

一
五
里
」
に
完
全

い
う
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

に
一
致
し
て
い
る
。

2 

宋
雲
行
紀
の
吐
谷
海
域
が
伏
侠
城
で
な
い
と
い
う
の
は
嘗
っ
て
い
る
。
行
紀
の
い
う
三
つ
の
候
件
に
伏
倹
城
は
全
く
該
嘗
し
な
い
。



吐
谷
海
域
は
こ
れ
と
は
別
で
、

ツ
ァ
イ
ダ
ム
北
路
の
徳
令
唱
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
ハ
歴
史
地
理
二
四
O
頁)。

3 

穣
迦
方
志
の
「
吐
谷
津
街
帳
」
も
伏
侯
城
で
は
な
い
と
い
う
の
も
嘗
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
方
志
の
作
ら
れ
た
永
徽
元
年
頃

の
吐
谷
揮
の
朕
況
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

貞
観
十
五
年
〈
六
四
一
)
に
文
成
公
主
が
吐
蕃
に
降
嫁
し
た
と
き
に
、

館
の
建
て
ら
れ
た
の
は
河

源
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

河
源
は
惰
代
の
河
源
郡
の
祉
で
、
嘗
然
そ
の
中
心
は
チ
て
フ
チ
ャ
ル
(
共
和
豚
)
で
あ
る
(
歴
史
地
理
一
四
四
頁
)
。
新

河
源
を
「
河
源
王
之
園
」
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の
河
源
王
は
吐
谷
海
王
を
指
す
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

唐
書
(
巻
一
四
一
〉
吐
蕃
停
上
に
は

而
し
て
十
五
年
以
後
貞
翻
の
世
の
終
る
ま
で
、
吐
谷
葎
王
は
唐
に
忠
貧
な
附
庸
で
あ
り
、
吐
蕃
と
の
聞
に
は
何
等
の
紛
争
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
吐
谷
津
は
河
源
郡
の
跡
地
即
ち
青
海
湖
の
南
方
の
地
域
に
い
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
街
帳
の
所
在
地
は
、

チ
ャ
プ
チ
ャ
ル

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
委
員
舎
が
街
帳
を
茶
未
に
嘗
て
て
い
る
の
は
正
し
い
か
ど
う
か
。

確
に
方
志
に
は
往
印
度
之
東
道
に
、

と
記
し
て
お
り
、
青
海
湖
の
南
西
に
は
茶
未
湖
が
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
こ
に
い
う
「
西
南
」
は
現
在
の
方
角
で
い
う
南
西
で
は
な
い
。
唐
の
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海
(
青
海
)
西
南
至
吐
谷
海
街
帳
。

時
代
に
は
青
海
湖
の
南
方
は
西
方
に
含
め
ら
れ
て
お
り
、
正
南
に
横
た
わ
る
大
非
川
〈
ホ
ユ
ユ
ン
川
)
な
ど
も
、
「
青
海
の
西
」
に
存
在
し
た
と
さ

故
に
こ
こ
に
い
う

「
湖
の
西
南
」
は
ま
ち
が
い
な
く
チ
て
フ
チ
ャ
ル
及
び
そ
の
南
方
の
草
原
で
あ
っ

れ
る
の
で
あ
る
(
歴
史
地
理

一
四
四
頁
)。

て
、
茶
未
な
ど
で
は
あ
り
得
な
い
。
勿
論
茶
よ
ト
は
吐
谷
清
停
の
四
大
成
の
一
つ
屈
員
川

O
£
可
百
三
に
嘗
て
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
〈
歴
史
地
理
二

一
八
頁
)
、
こ
こ
に
吐
谷
津
の
街
帳
が
な
か
っ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
唐
代
の
こ
の
地
方
の
方
角
に
つ
い
て
の
通
念
か
ら
い
え
ば
、
そ

れ
は
無
理
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
入
吐
蕃
道
の
ル
l
ト
か
ら
考
え
て
も
、
街
帳
は
チ
ャ
イ
ジ
タ
ン
の
東
方
地
域
、
更
に
限
定
す
れ
ば
チ
ャ
ブ
チ

ャ
ル
に
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

顕
慶
三
年
(
六
五
八
)
に
吐
谷
揮
は
吐
蕃
の
攻
撃
を
受
け
、

涼
州
に
逃
れ
た
が
、

そ
の
と
き
の
和
卒
の
篠

件
に
、
吐
蕃
は
「
赤
水
の
地
」
に
放
牧
す
る
こ
と
を
唐
朝
に
願
い
出
、

拒
絶
さ
れ
て
い
る
(
新
唐
書
吐
蕃
停
上
)
。

こ
の
赤
水
は
ま
ち
が
い
な
く

261 

ウ
ラ
ン
プ
ラ
ク
河
で
、

そ
れ
ま
で
そ
こ
に
吐
谷
、揮
が
本
援
を
置
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
こ
の
要
求
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
永
徽
元
年
か
ら
顛
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慶
三
年
ま
で
は
八
年
間
で
あ
る
が
、
そ
の
期
間
吐
蕃
・
吐
谷
揮
の
聞
に
は
何
等
の
抗
争
も
な
か
?
た
。
卸
ち
そ
れ
ま
で
吐
谷
海
の
根
接
地
は
饗

ら
な
か
?
た
の
で
あ
る
。
吐
谷
津
街
帳
は
確
賓
に
チ
ャ
ブ
チ
ャ
ル
に
存
在
を
比
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

菜
済
河
は
チ
ャ
イ
ジ
河
の
ミ

5
3
c
-
に
相
違
な
く
、
多
分
チ
ャ
イ
ジ
(
城
塞
)
の
名
は
こ
の
古
城
祉
と
闘
係
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

委
員
曾
が
こ
れ
を
切
吉
河
に
作
る
べ
き
だ
と
す
る
の
は
、
我
々
か
ら
見
れ
ば
何
れ
で
あ
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
但
普
通
チ

ャ
イ
ジ
河
は
、

4 
チ
ャ
イ
ジ
タ
ン
の
南
東
迭
に
あ
る
チ
ャ
イ
ジ
ハ
切
吉
)
地
方
か
ら
北
東
に
流
れ
て
ダ
ブ
ス
ゴ

l
ル
に
入
る
河
を
指
す
(
歴
史
地
理
三
五
頁
〉
。
青
海

南
山
山
脈
の
南
北
に
同
名
の
河
が
別
々
に
存
在
す
る
の
は
何
と
も
紛
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

....L. 

" 

と
こ
ろ
で
こ
の
問
題
を
巌
氏
は
如
何
に
見
て
い
る
か
と
い
う
と
、
銭
卜
よ
ト
古
城
祉
が
伏
侯
城
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
等
疑
い
を
挟
ん

伏
連
絡
時
は
伏
羅
川
に
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
そ
れ
は
宋
雲
行
紀
の
吐
蕃
城
で
あ
る
。
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で
は
い
な
い
。
た
だ
宋
雲
行
紀
の
吐
谷
海
域
に
つ
い
て
は
(
唐
代
河
濯
七
一
頁
)
、

と
い
う
。
吐
蕃
城
は
明
か
に
吐
谷
海
域
の
誤
り
で
あ
る
が
、
氏
に
よ
れ
ば
巴
隆
河
(
原
注
即
ち
柴
逮
木
河
〉
で
、
臭
景

@
 

致

「西
睡
史
地
研
究
(
五
頁
ど
に
従
え
ば
、
そ
の
流
域
は
白
蘭
の
蓄
境
で
あ
る
。
而
し
て
方
志
に
よ
れ
ば
、
「
街
帳
か
ら
西
南
に
行
け
ば
白
蘭
」

な
の
で
あ
る
か
ら
、
吐
谷
津
城
は
伏
羅
川
の
東
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
(
唐
代
河
浬
七
一
頁
)
。

伏
羅
川
と
い
う
の
は
、

遺
憾
な
こ
と
に
は
、
こ
の
考
察
に
は
除
り
に
も
誤
り
が
多
い
。
伏
羅
川
は
先
に
比
定
し
た
ご
と
く
ウ
ラ
ン
プ
ラ
ク
河
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は

⑪
 

チ
て
フ
チ
ャ
ル
で
あ
っ
て
、
決
し
て
巴
隆
河
で
も
ツ
ァ
イ
ダ
ム
河
で
も
な
い
。
勿
論
巴
隆
は
氏
の
い
う
ご
と
き
伏
羅
川
の
「
遺
音
」
で
は
な

十
七
世
紀
に
こ
の
地
に
移
動
し
て
き
た
ホ
シ
ョ
ト
族
の
一
部
族
の
遺
名

く
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
バ
ロ
ン
切
白
日
吉
ロ
(
右
翼
〉
の
寓
し
で
あ
っ
て
、

で
あ
る
。
吐
谷
海
街
帳
に
つ
い
て
は
、
巌
氏
は
、
「
唐
初
に
一
般
使
臣
の
通
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
臨
時
の
施
設
で
あ
る
筈
は
な
く
、
常

設
の
都
城
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
し
ハ
前
掲
書
同
頁
〉
、
吐
谷
海
域
と
同
一
と
見
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
氏
の
幻
想
で
あ
っ
て
、
右
に



述
べ
た
ご
と
く
街
帳
は
チ
ャ
プ
チ
ャ
ル
で
あ
り
、
吐
谷
海
域
は
徳
令
塔
で
あ
る
。
白
蘭
の
位
置
も
バ
ロ
ン
で
は
な
く
、
私
見
に
よ
れ
ば
プ
ル
ハ

ン
プ
ダ
山
回
目

G
g
E
E回
弓
三
回
の
東
進
で
あ
る
(
歴
史
地
理
三
四

O
頁
)
。
巌
氏
が
街
帳
と
城
を
同
一
視
し
、
更
に
「
そ
れ
が
伏
侠
城
で
あ

る
可
能
性
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
す
る
の
は
〈
唐
代
河
漫
七
一
頁
)
、

侠
城
・
吐
谷
海
域
・
吐
谷
葎
街
帳
は
各
々
別
の
地
で
あ
り
、
決
し
て
同
一
の
地
と
は
見
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

如
何
に
し
て
も
従
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

結
局
伏

以
上
本
論
文
で
私
は
、
巌
氏
の
唐
代
河
浬
地
帯
の
城
塞
並
に
吐
谷
揮
の
根
接
地
に
つ
い
て
の
研
究
に
劃
し
て
、
取
扱
っ
た
分
野
に
関
す
る
限

り
、
否
定
的
な
批
剣
を
敢
で
し
た
。
し
か
し
氏
の
研
究
は
そ
の
題
名
の
記
す
と
お
り
、
南
方
の
黄
河
地
帯
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
的
研
究
も
含

ん
で
お
り
、
参
考
に
な
る
貼
は
決
し
て
少
く
な
い
。
多
く
の
漢
文
献
か
ら
史
料
を
蒐
め
、
特
に
文
集
類
に
ま
で
目
が
及
ん
で
い
る
の
は
流
石
は

巌
氏
な
ら
で
は
と
心
か
ら
敬
意
を
表
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
唯
本
論
文
に
利
用
し
た
玉
樹
稿
や
臆
志
が
全
く
参
考
に
供
さ
れ
て
い
な
い
の
は
如
何

な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
雨
書
の
う
ち
、
前
者
を
参
照
す
れ
ば
、
入
吐
蕃
道
、
青
海
東
・
南
迭
の
部
分
は
的
確
に
復
原
で
き
、
後
者

を
利
用
す
れ
ば
、

浬
水
上
流
の
地
理
的
状
況
は
暗
中
模
索
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。
氏
の
研
究
は
、
拙
著
の
歴
史
地
理
と
封
照
す
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る
と
、

一
致
す
る
貼
も
あ
る
が
不
一
致
の
黙
も
少
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
今
は
第
三
者
の
批
剣
に
委
ね
、
自
ら
は
述
べ

な
い
こ
と
と
す
る
。
買
は
巌
氏
の
論
考
は
私
の
研
究
よ
り
は
数
年
先
ん
じ
て
護
表
さ
れ
て
お
り
、
私
の
場
合
に
は
嘗
然
氏
の
研
究
が
参
照
さ
る

か
ら
氏
の
寛
恕
を
請
い
た
い
と
思
う
。

べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
震
さ
ず
し
て
只
今
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
形
で
の
妄
許
を
連
ね
る
の
は
誠
に
心
苦
し
く
、
こ
の
こ
と
に
閲
し
て
は
心
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註①
寧
海
紀
行
な
る
題
名
は
、
玉
樹
稿
の
活
字
本
玉
樹
土
司
調
査
記
〈
北

京
、
民
園
八
年
刊
)
に
出
て
く
る
も
の
で
、
玉
樹
稿
で
は
皐
に
「
附
録
」

と
し
て
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
雨
者
の
内
容
は
殆
ど
一
字
一
句
異
る

と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
玉
樹
稿
の
附
録
を
用
い
る
。

②
こ
の
室
田
の
所
在
は
香
川
大
皐
助
教
授
植
松
正
氏
の
数
示
に
よ
っ
て
知
る

を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

③
こ
の
書
は
同
じ
く
植
松
助
教
授
の
好
意
に
よ
り
、
篤
員
本
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。



264 

④

札
蔵
寺
の
略
史
に
つ
い

て
は
テ
プ
ギ
ヤ
ム
に
記
述
が
あ
り
、
グ
シ
ハ
ン

の
勧
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
(
歴
史
地
理
一
八
五
頁

注
三
一
)
。
従
来
は
こ
れ
よ
り
他
に
材
料
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
耐
腕

志
巻
三
森
林
一
七
丁
左
に
は
、

札
厳
寺
小
林
、
距
城
西
三
十
徐
塁
、
札
磁
寺
針
面
南
山
坂
、
大
小
松
樺

共
約
千
徐
株
、
亦
禁
採
伐
、
震
札
磁
寺
健
所
有
之
産
業
也
。

と
あ
り
、
同
じ
く
巻
五
宗
教
二
九
了
左
に
は
、

札
蔵
寺
別
脱
一

百
二
十
八
名
、
距
城
西
二
十
五
里
。

と
あ
り
、
同
じ
く
三

O
丁
右
に
は
、

按
札
臓
寺
隷
曲
卜
威
主
寸
、
係
蒙
古
種
族
、
亦
有
附
近
国
土
、
至
数
十
百

石
、
惟
寺
僧
漸
少
、
不
及
原
額
之
字
。

と
あ
っ
て
、
清
末
期
の
衰
頒
ぶ
り
を
俸
え
て
い
る
。
こ
こ
に
曲
卜
蔵
寺
と

い
う
の
は
、
チ
ュ
サ
ン
ゴ
ソ
ガ
ン
デ
ン
ミ
ン
ギ
ュ
ル
リ
ン
寺
の
E

E

E

ι
m
g
向田町

ω
f
Z
E
B
-
-
u
m可
己
『

m
-
Z
で
あ
り
(
。
↓・司・

5
3、
西
寧

士心

(径
一

五
洞
杷
士心一

O
丁
左
)
に
、
大
通
術
の
東
七

O
里
に
存
す
る
と

さ
れ
る
朝
減
寺
で
あ
ろ
う
。
こ
の
寺
院
の
創
設
年
代
は
己
丑
の
年
(
二
ハ

四
九
)
で
あ
る

(
U
0・
戸
田
u

・
5
3
0

⑤

巌

氏
の
論
文
は
、
京
都
大
皐
大
間
学
院
研
修
員
王
霜
娼
小
姐
の
好
意
に
よ

っ
て
一
覧
す
る
を
得
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

⑤

ユ
ン
テ
ン
ギ
ャ
ム

ツ
ォ
氏
の
地
闘
を
見
る
と
、

背
海
湖
の
北
迭
に
テ
プ

ジ
ャ
、
叶
z
r
門岡山
、
併
な
る
地
域
名
が
あ
る
(
J

『
g
g
E
a
z
自
g
r
o
・

〉
自
ι
o
L
.
c
z
r白
骨

『

0
2
司円。三ロ円。臼

ιロ
ヨ
r
z
)。
少
し
く
北
へ
偏

り
過
ぎ
て
い
る
感
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
鍛
卜
未
の
原
語
で
あ
ろ
う
。

⑦

切
士
口
加
埼
日
は
そ
の
謬
言
か
ら
察
す
る
に
、
チ
ャ
イ
ジ
ジ
ャ
カ
ル

の
ミ
ニ
:
四
百
自
r
E時
ハ
チ
ャ
イ
ジ
の
中
園
人
の
城
塞
〉
で
あ
ろ
う
。

③

茶

よト
湖
は
ツ

ア
カ
ザ
ノ
ォ
叶
日
『
当
ω
r
Z
E
z
r
o
の
潟
し
で
、
青
海
湖

南
西
の
ダ
ブ
ス
ノ
l
ル

ロ
与
E
C
E『
日
を
指
す
。

そ
の
北
岸
に
ツ
ア

カ
吋
Mr〈
E

r
E
な
る
地
が
あ
る
。

⑨

こ
の
書
は
筆
者
(
佐
藤
)
未
見
で
あ
る
。

⑩
佐
藤
長
「
古
代
チ
ベ

ッ
ト
の
若
干
の
地
名
に
つ
い
て
」

二
径
五
致
、

一
九
七
九
年
、
七

O
頁。

『
史
林
』
第
六

略
語
表

元
和
志
H
H
李
吉
甫
コ
冗
和
郡
燃
園
志
」

西
町AT
士心
H
楊
態
沼
「
西
寧
府
新
志
」
乾
隆
十
二
年
。

腐
志
H
楊
景
昇
「
丹
喝
爾
臨
志
」
宣
統
元
年
。

玉
樹
稿
H
周
希
武
「
玉
樹
勝
志
稿
」
(
影
印
本
)
、
華
北
、

年
。

水
経
注
抄
H
H
森
鹿
三

・
日
比
野
丈
夫
「
水
経
注
(
抄
)
」
中
園
古
典
文
皐

大
系
二
て
卒
凡
社
、
昭
和
四
十
九
年
。

唐
代
河
連
日
銀
耕
笠
「
唐
代
河
漫
青
海
地
区
交
通
軍
鋲
悶
考
」
新
盗
翠
報

第
一
一
巻
上
冊
、
一
九
七
四
年
。

吐
谷
津
故
都
リ
寅
盛
時
岬

・
方
、水「
吐
谷
津
故
都
|
|
伏
倹
城
設
現
記
」
考

古
、
一
九
六
二
年
第
八
期。

歴
史
地
理
H
佐
藤
長
「
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
」
岩
波
書
底
、
昭
和
五

十
三
年
。

テ
プ
ギ
ャ
ム
H
H
O

O
-

。
。
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more was the traditional belief with the base in localities. Whereas the

state sacrifices were often in name only, the local belief,ｇ「own out of the

need in ｅ▽eryday life, enjoyed genuine support. This point becomes even

clearer when considering alongside the ｅχistence of the she-ch'uang吐倉

granary throughout the Sung.

T'ang唐Military Outposts on the Upperstream of the

　

Huang-sui涅水River and the Site of Fu-szu ch'eng

　　　　　　　　　　　　　　　　

ＳａtｏＨｉｓａｓｈｉ

　　

The upperstream of the Huang-sui river lies on the northeast of the

Lake Kokonor. During the Ｔﾀang dynasty this was a militarily important

area, and several military outposts were established｡

　　

The only source containing comparatively detailed information on. the

area has been the Yii-ｓｈｕ hｓｉｅｎ-ｃｈｉｈｋαｏ玉樹麻志稿. This, however,

reportedly consists only of quotations from. the Ｈｕａｎｇ一斗ａｎ　hｓｉｅｎ-ｃｈｉｈ'Ｍ

源聡志, the search of which has been carried on for some time, but thus

far in vain. Recently, I managed to acquire ａ book titled 71

必挽丹鳴爾廳志, which l believe served as the original text for the Ｈ皿ng-

ｙｕａｎｈｓｉｅｎ-chih.By ｅχaminig the text and attached maps, I could come

up with ａ clearer understanding of the area　before Huang･yuan county

was established, including the location of T'ang military outposts｡

　　

In addition, Fu-szu ch'eng伏侯城, the last capital of T'u-yii-hun 吐谷

渾, is said to have located 15 li 里west of the Lake Kokonor. The ｅχpe･

dition led by Huang Sheng-chang 黄盛璋and Fang Yung 方永found

ruins on the southern shore of the CayijiT'oul river, a tributary of the

Buqaroul river, and determined them as the site of Fu-szu　ch'eng. Some

scholars, however･ raised doubts　since　then ；　subsequently, the　question

remains unresolved. In my opinion the doubts come largely from misreading

the related sourcesﾀand the site found by Huang　and　Fang is certainly

that of Fu-szu ch'eng.

４－


